
千代川水系
多機関連携型タイムラインの策定

に向けた取組方針

資料－４





■説明概要

１．多機関連携型タイムライン

タイムラインについて
千代川水系におけるタイムラインの着目点について

２．千代川水系の大規模想定氾濫

水防災意識社会再構築ビジョンについて
想定最大規模降雨による浸水想定について
千代川流域の減災に係る取組方針について

３．タイムライン検討会

タイムライン検討作業部会の進め方について
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１．タイムラインについて【1/3】

タイムラインとは、住民の命を守る、さらに経済被害を最小

化することを目的に、「いつ」「何を」「誰が」の３つの要素を、
防災に係わる組織が連携し、災害に対するそれぞれの
役割や対応行動を定めたものである。

「いつ」：主な災害の発生時点から逆算した時間帯

「何を」：事前に行う防災行動内容（あらかじめ調整し決定）

「誰が」：防災機関や組織または住民

②タイムライン（防災行動計画）を構成する３つの要素

①タイムラインの定義
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１．タイムラインについて【2/3】

■タイムラインは、米国において開発された被害の発生を前提とし

た災害対応プログラム

■2012年10月にアメリカ東海岸にハリケーン・サンディが上陸した際、
タイムラインに従った事前の対応により、被害を最小限に抑制

③タイムラインの検討に向けた経緯

■米国の教訓を活用しつつ、日本の実情にあったタイムラインの策

定・活用を進め、大規模水害に関する防災・減災対策を推進する

ことが基本的な方向性としてハリケーンサンディの教訓を受けて国
交省が提言

■国土交通省は、平成26年1月に「国土交通省・水災害に関する防

災・減災対策本部」を設置し、タイムラインの策定を推進していくこ

とを決定
3



１．タイムラインについて【3/3】

■防災対応の抜け、漏れ、落ちの防止

■先を見越した早めの行動が可能

■防災関係機関相互の役割（責任）の明確化

等が期待される。

④タイムラインの効果
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２．千代川水系におけるタイムラインの着目点について【1/2】

■千代川は、急流河川であり洪水の到達時間が短い。また、東西方向から放射
状に支川流入があるため、水位の上昇が急激である。

■千代川下流域は、特に人口・資産が集中している。

■防災対応においては、河川管理者の情報提供や自治体の行政対応のみでは
なく、福祉施設・交通・通信・ライフライン・報道事業者等、多くの防災関係機関
等との連携が必要である。

①多機関連携型タイムラインの必要性
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２．千代川水系におけるタイムラインの着目点について【2/2】

②避難勧告着目型タイムラインイメージ
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雨量・水位 気象警報等 鳥取河川国道事務所 鳥取市 住民等

実施者
事務所長、総括グループ、河川情報班、河川対策班
水防班、ダム管理班、その他（各班に関わるもの）

市長、統括部、都市整備部（水防本部）、文教部、福祉保健部
環境下水道部、消防部、総合支所、その他（各部に関わるもの）

レ
ベ
ル
1

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）　（案）【記録検証用】

レ
ベ

【注意配備：連絡要員の配置】
注意報等が発表された場合

水防警報（待機・準備）
【警戒配備：災害対策本部設置の場合に備える】
警報等が発表された場合

洪水予報(氾濫注意情報) 水防警報（出動）

□水防団指示（待機・準備）

【第1配備：災害対策本部設置】
災害が発生若しくは発生する恐れがある場
合

□避難所開設の準備
（文教部と合同）

◇大雨警報・洪水警報発表

◇台風に関する気象庁台風説明会

□避難準備・高齢者等
避難開始の発令判断
（避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合）

□施設（ダム・水門・排水機場等）の状況確認

□水防団への指示（出動）

□リエゾンの派遣
※事務所長判断によるもの

□巡視・被災情報報告
（リエゾンより随時）

□休校の判断
（大雨、洪水、暴風のいずれかの警報が発令された時点）

□要配慮者施設、大規模事業者に洪水予報伝達

◇台風予報

□災害対策用資機材・復旧資機材等の状況確認

□関係機関等の連絡先確認

□出水時点検（巡視）
(はん濫注意水位に達する恐れがある時～減水し水防団待機水位に至るま
で)

□テレビ、ラジオ、インターネット
等による気象警報等の確認

□テレビ、インターネット、携帯メー
ル等による大雨や河川の状況の確認

【注意体制発令】

【警戒体制発令】

□水門、樋門、排水機場等操作員への連絡
（警戒体制）

□水防団等への注意喚起

□ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認

□災害・避難カードの確認

□防災グッズの準備

□自宅保全

◇台風に関する鳥取県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

□水門、樋門、排水機場等の操作

□水防活動等の情報提供
（河原総合支所）

□水位動向等の情報提
供（河原出張所）

◇暴風・波浪警報発表

□
県
へ
の
一
般
被
害
等

内水被害の発生
狐川左岸・大路川沿川等

□事務所体制の確認

□河川敷での工事の安全確認

□河川内工作物（公園施設
等）の撤去

□災害対策本部会議の開催通知

□災害対策本部の設置連絡

□避難の準備（要配慮者）

□予測水位等の提供

【出水期前】

□維持業者、河川巡視員への情報提供

□維持業者に出動指示

□水位予測
(はん濫注意水位を超えてから３時間毎）

□定期的に河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

千代川
行徳水位観測所

□殿ダム放流確認

-72h

-48h

-24h

-11.5h

-4.0h

水防団待機水位到達

氾濫注意水位到達

-72h

-48h

-24h

水位2.6m

水位4.7m

1時間雨量30～40mm

1時間雨量45～60mm

□体制の確認等

城北、富桑、大正、美保、
明徳、美穂地区等

□避難準備・高齢者
等避難開始

要配慮者避難開始

□防災行政無線、携帯メール等
による避難準備・高齢者等避難
開始の受信

□避難の準備
（要配慮者以外）

避難準備

□許可工作物を含む河川施設の操作に関す
る注意喚起

関係機関の事前行動内容および連携事項を反映

実施者



３．水防災意識社会再構築ビジョンについて【1/2】

①大規模氾濫時のタイムライン検討会等経緯（背景）
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年月 事象（原因） 概要

近年 想定していた気象等外力の変化 地球温暖化と激甚化する豪雨、近年水害と気候変動等

平成26年7月 千代川水系タイムライン（案）の作成 台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の避難勧告の発令に

着目したタイムライン（案）【記録検証用】を千代川で作成

平成27年5月 水防法の改正 多発する浸水被害への対応を図るため、ソフト・ハード両面から対策を推進

平成27年8月 水災害分野における気候変動適応策
のあり方の公表

激甚化する水災害に対処し気候変動適応策を早急に推進すべく、施設では守りきれない事態を想

定し、社会全体が災害リスク情報を共有し、施策を総動員して減災対策に取り組む

平成27年12月 水防災意識社会再構築ビジョンの公表 行政・住民・企業等の各主体が水害リスクに関する知識と心構えを共有し、氾濫した場合でも被害

の軽減を図るための避難や水防等の事前の計画・体制、施設による対応が備えられた社会を目指

す

平成28年6月 浸水想定区域図の公表 現行の洪水に係る浸水想定区域について、想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域に拡

充して公表

平成28年7月 第1回千代川水系大規模氾濫時の減災
対策協議会の開催

平成32年度を目標に水防災意識社会を再構築する取組を行うべく、鳥取市、鳥取県、気象台および
河川管理者からなる千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会を設立

平成28年8月 第2回千代川水系大規模氾濫時の減災
対策協議会の開催

千代川水系の概要と課題を共有するとともに、大規模氾濫時の減災対策に向けた取組方針を検討

平成29年3月 旭川水害タイムラインが完成 中国地方初となる多機関連携型タイムライン「旭川水害タイムライン≪平成28年度版≫」を策定

平成29年5月 第3回千代川水系大規模氾濫時の減災
対策協議会の開催

協議会で策定した取組方針について、取組の進捗状況等に合わせてフォローアップを実施

平成30年2月 第4回千代川水系大規模氾濫時の減災
対策協議会の開催

水防災意識社会の再構築に向けた緊急行動計画を共有するとともに、千代川水系の減災取組項目

との関係性を整理

平成30年5月 第5回千代川水系大規模氾濫時の減災
対策協議会の開催

緊急行動計画を踏まえた取組方針の見直し案を提示するとともに、取組の進捗状況等に合わせて

フォローアップを実施

平成31年●月 千代川水系大規模氾濫時のタイムライ
ン検討会（準備会）の開催

関係機関等によって、千代川水系における大規模氾濫時の多機関連携型タイムラインを策定する

ための準備会を開催



３．水防災意識社会再構築ビジョンについて【2/2】

②水防災意識社会再構築ビジョンの概要
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４．想定最大規模降雨による浸水想定について【1/2】

①浸水想定区域図（想定最大規模）
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図＋考察

■千代川の河道および洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規
模の降雨に伴う洪水により千代川が氾濫した場合の洪水浸水想定区域、浸水
した場合に想定される水深をシミュレーションにより予測



４．想定最大規模降雨による浸水想定について【2/2】

②浸水継続時間図
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■千代川の河道および洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規
模の降雨に伴う洪水により千代川が氾濫した場合の浸水継続時間をシミュレー
ションにより予測

■堤内地の浸水継続時間は最大で3日未満



５．千代川流域の減災に係る取組方針について【1/2】

①５年間で達成すべき目標
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急流河川で水位上昇が急激なため迅速な洪水対応が求められる

千代川において、発生しうる大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」、

「社会経済被害の最小化」を目指す。
※大規模水害：想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水氾濫による被害

※逃げ遅れ：立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態

※社会経済被害の最小化：大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

②目標達成に向けた３本柱の取組

1.逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ適確な避難行動のための取組

2.生命と財産を守る水防活動と日常生活を取り戻すための排水活
動の強化

3.地域住民の防災意識向上と防災関係者の災害対応能力向上を目
的とした防災研修の拡充



５．千代川流域の減災に係る取組方針について【2/2】
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■千代川は、急流河川であり、洪水の到達時間が短く水位の上昇
が急激であることから、洪水予報等についてリードタイムの確保が
難しい。また、水防管理団体、住民、福祉施設入所者等の避難行
動要支援者、道路・交通管理者、民間企業等で必要とする情報と
タイミングが異なるものと考えられる。

１.逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ適確な避難行動のための取組

■これらを踏まえて、既存のタイムラインについて避難勧告の発令
や多様な防災行動を踏まえた見直しを行うとともに、タイムライン
の時系列に基づく実践的な訓練を実施する。



６．タイムライン検討作業部会の進め方について
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■スケジュールおよび関係機関との調整事項（案）
会議等 開催時期 検討概要 調整事項、確認事項等

1 準備会 平成31年5月 ・検討会設置の経緯

・検討概要の説明

・想定被害シナリオ（案）の検討

・スケジュールの共有

・スケジュールの調整

・参加機関（案）の確認

・ファシリテーター（案）の確認

・他検討事例の確認（アウトプットイメージの共有）

2 事務局検討 ～ ・関係機関の防災行動項目の整理 ・関係機関の防災行動項目の収集

3 研修会 平成31年6月 ・千代川水系河川概要の説明

・想定最大規模洪水による浸水リスクの把握

・タイムライン作成に向けて

・座学形式（必要に応じて合同現地視察）

4 事務局検討 ～ ・想定災害シナリオの検討 ・関係機関への確認（必要に応じてヒアリング）

5 第1回検討会 平成31年8月 ・想定災害シナリオの検討

・防災行動項目の抽出

・ワークショップ形式（必要に応じて事前説明）

6 事務局検討 ～ ・関係機関の行動項目の精査 ・関係機関への確認（必要に応じてヒアリング）

7 第2回検討会 平成31年10月 ・防災行動項目の細分化・具体化

・参加機関で共有

・ワークショップ形式（必要に応じて事前説明）

8 事務局検討 ～ ・関係機関の連携項目の抽出 ・関係機関への確認（必要に応じてヒアリング）

9 第3回検討会 平成31年12月 ・行動項目に対して、「いつ」、「誰が」を確認

・行動項目の主体・連携機関を確認

・ワークショップ形式（必要に応じて事前説明）

・災害図上訓練形式での確認

10 事務局検討 ～ ・タイムラインの精査 ・関係機関への確認

11 第4回検討会 平成32年2月 ・千代川タイムラインの共有 ・完成式の開催

・今後の取組内容の確認



【確認】タイムライン検討作業部会への参加機関等について
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①タイムラインに関する協議会等の参加機関例

■ワークショップの開催

・タイムラインの策定に参加する機関間での認識の共有や協議・調整を円滑に進
める方法の一つとして開催

■ファシリテーターの設置

・会議がスムーズに進むように参加者の意見を引き出し、論点を整理するなど、中
立的立場から議事進行を担当する人物を設置

②タイムライン策定時の工夫

タイムライン名 会議名 参加機関

荒川下流タイムライン 荒川下流タイムライン検討会 東京都、警視庁、東京消防庁、北区、板橋区、足立区、東京地下鉄㈱、東日本

旅客鉄道㈱、東京電力㈱、㈱NTT東日本、東京管区気象台、東京国道事務所、
荒川下流河川事務所

庄内川タイムライン 庄内川事前防災行動計画（タ

イムライン）検討会

庄内川河川事務所、名古屋地方気象台、愛知県、愛知県警察、名古屋市、名

古屋駅地区街づくり協議会、名古屋駅地区防火・防災管理協議会

日野川水害タイムライン 日野川水系大規模氾濫時の

タイムライン検討会

米子市、伯耆町、南部町、日吉津村、鳥取県、鳥取地方気象台、福祉施設事

業者、JR西日本㈱、日本交通㈱、日の丸自動車㈱、中国電力㈱、米子ガス㈱、
NTT西日本㈱、NHK、日本海テレビジョン放送㈱、㈱山陰放送、山陰中央テレビ
ジョン放送㈱、㈱中海テレビ放送、㈱DARAZコミュニティ放送、警察、消防、自衛
隊、倉吉河川国道事務所、日野川河川事務所



【確認】想定災害シナリオ（案）について
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■タイムラインレベルと想定災害シナリオ（案）・台風の襲来により、想定最大規模の降雨が発生

・千代川下流右岸が破堤し、鳥取駅周辺に浸水被害が発生することを想定
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【参考】他検討事例の整理【1/9】
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【参考】他検討事例の整理【2/9】
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【参考】他検討事例の整理【3/9】
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【参考】他検討事例の整理【4/9】
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【参考】他検討事例の整理【5/9】
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【参考】他検討事例の整理【6/9】
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【参考】他検討事例の整理【7/9】
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【参考】他検討事例の整理【8/9】
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【参考】他検討事例の整理【9/9】
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関連検討

・大規模水害を想定した排水計画の検討

25



千代川流域の減災に係る取組方針について【1/2】（再掲）

①５年間で達成すべき目標

26

急流河川で水位上昇が急激なため迅速な洪水対応が求められる

千代川において、発生しうる大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」、

「社会経済被害の最小化」を目指す。
※大規模水害：想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水氾濫による被害

※逃げ遅れ：立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態

※社会経済被害の最小化：大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

②目標達成に向けた３本柱の取組

1.逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ適確な避難行動のための取組

2.生命と財産を守る水防活動と日常生活を取り戻すための排水活
動の強化

3.地域住民の防災意識向上と防災関係者の災害対応能力向上を目
的とした防災研修の拡充



千代川流域の減災に係る取組方針について【2/2】

27

■千代川の想定氾濫区域内には、県庁所在地で山陰東部の政治、
経済の中枢である鳥取市があり、ひとたび氾濫が起こればその被
害は甚大となることが予想される。

２.生命と財産を守る水防活動と日常生活を取り戻すための排水活動
の強化の取組

■洪水を防止するためのハード整備や水防体制の強化を図るととも
に、冠水による社会経済の影響軽減、早期の道路・交通機能の回
復等を目的とした、大規模水害を想定した排水計画を策定する。



大規模水害を想定した排水計画

②排水ブロック・排水候補地の検討

③排水シミュレーションを踏まえた排水ポ
ンプ車等の効果的な配置計画の検討

④関係機関との連絡体制およびオペレー
ションの検討

■千代川において大規模水害が発生した場合、既設の排水施設のみでは、浸水
が長期にわたって継続する可能性がある。

■このような事態の早期解消を目指し、排水ポンプ車のアクセスおよび配置が可
能な箇所の抽出を行い、早期の緊急輸送路の啓開、防災拠点等の浸水解消等
を図ることを目的として、排水計画を策定する。

⑤排水計画の策定

①検討条件（外力、排水施設等）の整理

■検討フロー
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